
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 マイスター・ハイスクール普及促進事業「北の専門高校ONE-TEAMプロジェクト」 

令和６年度から２か年で実施する文部科学省マイスター・ハイスクール普及促進事業「北の専門高校 ONE-TEAM プロジェクト」

の取組や専門高校と産業界との持続可能な連携など、各校の好事例について参考として情報提供します。 

ONE-TEAM News 

 

 

北海道教育庁学校教育局高校教育課キャリア教育指導係 

 

第４号 
令和７年（2025 年） 

１月 16 日 

 

『高校生チャレンジ in どさんこプラザ』を開催しました 
 

〇販売した商品と開発に携わった学校・企業 

令和６年 12 月 13 日（金）、14 日（土）の２日間、道立高校の生徒が学科の枠を越えて連携し、地域の企業等と協働で
開発した商品を販売することなどを通して、学校や地域の魅力を広く周知するとともに、協働のためのコミュニケーショ
ンや６次産業化を学ぶ機会とするイベントを、北海道どさんこプラザ札幌店で開催しました。 

〇販売会に向けた準備 

函館水産高校×（株）合食 函館第一工場 

函館あさひ ぶりほぐし 

道産ぶりの活用、地域活性化を念
頭に、函館水産高校の生徒が試行錯
誤を重ねた試作品を地元企業の協
力を得て商品化したものです。 

デザインやラベルにもこだわり、
ブリの生命力と地域の想いが表現
されています。程よい塩味と酒粕の
風味が香る商品です。 
 

富良野緑峰高校×（有）共済農場 

富良野トマトパテ 

地元企業と総合ビジネス科商業クラ
ブの生徒が協働で開発した商品です。 
地元の食材を使用し、トーストや野菜

のほか、クラッカーやチーズにのせるな
ど、様々なアレンジで楽しむことができ
る商品です。 
 
 

下川商業高校×（有）たばた商事 

しいたけうどん 

毎年実施している札幌市内での販
売実習会に向けて、下川町にある手延
べ麺の製麺所と協働して開発したオ
リジナルうどんです。 
下川産小麦「はるゆたか」に、下川

町産のしいたけのパウダーを練り込
み、しいたけの風味が香る商品に仕上
がりました。 

更別農業高校×北海道エア・ウォーター・アグリ（株） 
       十勝更別工場 

さらのうキーマ 
さらのう RED キーマ 

更別村が作付面積・生産量ともに日
本一の大手亡豆（さらのうキーマ）と
金時豆（さらのう RED キーマ）を使用
したキーマカレーを開発しました。 
更別産の「コーン」や「すもも」も

使用。村の味覚がたっぷり入った商品
です。 
 

留萌高校×（株）フタバ製麺 

とばせん 
３年生の課題研究の中で「鮭とばの

皮を利用した名産品の作成」というテ
ーマのもと、地元企業の協力をいただ
き、鮭皮を油で素揚げし塩味に仕上げ
た商品です。 

パリッとした食感が特徴で、「とば
せん」というネーミングは生徒が考案
しました。 

根室高校×（有）根室菓舎 はやかわ 

しまふくろうサブレ 
しまえながサブレ 
さんまサブレ 

地元企業と商業科３年生の生徒が
協働で開発した商品です。 
３商品とも生徒が考えたオリジナ

ルの型を使用して製造しており、「し
まふくろうサブレ」はバタークリー
ムを挟んだ商品になっています。 

□ POP の作成 □ チラシの作成 □ ポスターの作成 

 

POP は商品開発を行った学校
で作成し、チラシとポスターは
苫前商業高校の生徒の皆さんが
作成しました。 
 
マーケティングに関する学習

を踏まえ、商品の特徴がよく伝
わる仕上がりとなりました！ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
商品を陳列した売り場の様子 

〇販売会当日の様子（12月 13 日（金）、14日（土） 場所：北海道どさんこプラザ札幌店） 

〇お客様の声 

イベントの PR をする様子（更別農業高校） 

中島教育長へ接客対応する様子（苫前商業高校） 

販売実習の様子（根室高校） 

２日間で完売することができました！ 

・事前にもっと他校の商品研究をするべきだった。 
 
・商品のレシピなどを掲載したチラシを、作成するとよかった。 
 
・テレビやラジオ、Instagram や X などで告知するとよい。 
 
・お客様に「この商品は食べたことある？」と聞かれ、事前に 

試食会を行うとよいと思った。 
 
・ポスターを駅の構内などの様々な所に貼るなどして、もっと 

PR してもいいのではないか。 など 

販売実習の様子（富良野緑峰高校） 

中島教育長と参加した生徒で集合写真（富良野緑峰高校、留萌高校、苫前商業高校、根室高校） 

 

イベントの PR をする様子（留萌高校） 

・高校生は積極的で元気があって好感がもてた。また、商品 
説明もしっかりしてくれた。 
 

・緊張しながらも頑張って声をかけてくれていると感じ、 
嬉しかった。 

 
・是非、今後もこのような企画を続けてほしい。 

など 

＜販売当日までの流れ＞ 
 
○ 事前情報交換会（12/2（月）） 
  販売協力校の皆さんが、どの商品についても説明できるように、商品の提 
供校から商品の PR ポイントなどについて説明を受けました。 

 
○ 販売前日準備（12/12（木）） 

 
 
○ イベント当日（12/13（金）～14（土）） 

PR コーナーや、販売ブースにおける対応を分担して行いました。 
接客においては、事前情報交換会で学んだ内容を基に、お客様へ商品の説 

明をしました。 

〇事後情報交換会 (12/16)、アンケート調査での参加生徒の声 

販売予定の商品は全て完売となり、
来場された方々から好評をいただい
たほか、生徒にとっても今後の学習に
つながる多くの学びがありました。 

【販売担当校】 
12/13（金）  

  富良野緑峰高校 
留萌高校 
苫前商業高校 
更別農業高校 
根室高校 

12/14（土） 
富良野緑峰高校 
留萌高校 
苫前商業高校 
根室高校 


